指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・地球が太陽系の惑星の中で唯一生命の居住可能域にあり，暑すぎず寒すぎない幸運な惑星であることを学ばせる。
・太陽は大量のエネルギーを放出するが，すぐに焼失しない程度の大きさであることを読み取らせる。
・金星や火星など近隣の惑星を見ても，地球だけが生命存続のために必要な水，適切な気温・気圧を備えていることを学ばせる。
	1時間目
	パラグラフ １～３（p. 46-47　１行目oceansまで）

	指導のポイント
	・地球がちょうどよい種類の星（＝太陽）からちょうどよい距離のところにあり，暑すぎず寒すぎないことを学ばせる。
・太陽が10倍の大きさだったと仮定すると1,000万年で焼失してしまっただろうということを学ばせる。
・生命の居住可能域は非常に狭いことを理解させる。
・2,500万マイル太陽に近いだけで，金星は地球とまったく異なる環境であることを学ばせる。

	主な言語材料
	・to a ～ degree
・(not) so ～ as to do
・仮定法におけるifの省略
・関係副詞where
・have only to do

	2時間目
	パラグラフ ３～４（p.47　１行目Butから）, True or False?（p. 47）

	指導のポイント
	・金星では数度温度が高いために水を保持できなくなり，破滅的となったことを理解させる。
・金星の気圧は地球の90倍で，人間の体の限界を超えていることを学ばせる。
・地球から２光分の距離だけ太陽に近づくと，温度や気圧が居住不可能の数値となることを理解させる。
・火星ぐらい太陽から遠ざかると，凍った荒れ地となってしまうことを学ばせる。

	主な言語材料
	・combine with ～
・関係代名詞の非制限用法

・allow O to do
・that’s what ～
・not A but B
・turn into ～

	3時間目
	Comprehension (pp. 48-49)

	指導のポイント
	・各パラグラフの内容について，正しい内容を選択肢から選ぶよう指導する。
・本文の主題が「地球は太陽系の中ですばらしい位置にある」であることを理解させる。
・本文の要約の空所補充問題では，本文の内容に沿って正しい語を選択肢から選ぶよう指導する。
・本文の内容に合うよう，表の空所に語群から適する数字と語句を選ぶよう指導する。

	主な言語材料
	・far from ～
・too ～ to do


